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特集 2

コミュニティ構想から50年コミュニティ構想から50年

むさしの流コミュニティづくりの

これまで・これから
武蔵野市で「コミュニティ構想」が示されて今年で50年。

共同体や地域社会を意味する「コミュニティ」という言葉がまだ珍しかった時代、

武蔵野市はいち早くその必要性に気付き、

コミュニティセンター=コミセンを拠点に実践してきました。

むさしの流コミュニティづくりの50年を振り返り、

これからの地域コミュニティのあり方を見つめます。

　

戦
後
の
武
蔵
野
市
で
は
、
住
宅
団
地
の
自

治
会
や
一
部
地
域
で
の
親
睦
会
の
よ
う
な
町

内
会
的
な
組
織
は
あ
っ
た
も
の
の
、
全
市
的

な
自
治
会
や
町
内
会
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
急
激
な
都
市
化
に
伴
う
人
口
の
増

加
な
ど
を
背
景
に
、
市
民
同
士
の
対
話
や
交

流
、
連
帯
を
生
む
何
ら
か
の
し
く
み
が
必
要

と
さ
れ
、
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
の
第
一

期
基
本
構
想
・
長
期
計
画
内
で
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
構
想
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
本
構
想
に
は
、
「
市
民
の
連
帯
に
も
と

づ
く
、
私
た
ち
の
市
民
的
自
発
性
こ
そ
が
、

伝
統
的
な
き
ず
な
が
崩
れ
、
個
人
が
独
立
性

を
自
覚
し
た
あ
と
に
築
か
れ
る
、
都
市
的
形

態
を
と
っ
た
現
代
の
『
ふ
る
さ
と
』
と
し
て

の
武
蔵
野
市
の
基
本
精
神
と
な
ら
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
こ
そ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
は
日
常
的
に
目
に

し
ま
す
が
、
当
時
、
日
本
で
は
明
確
な
定
義

が
な
く
、
市
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
」
で

は
市
民
自
身
が
長
期
の
自
治
活
動
を
通
し
て

つ
く
り
あ
げ
る
も
の
で
、
開
か
れ
た
都
市
空

間
を
成
し
て
い
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 　

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
」
の
中
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
「
市
民
生
活
の
基
礎
単
位
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
、
市
民
に
よ
る
自
発
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
た
め
、
市
は
市
民

施
設
を
計
画
的
に
整
備
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。
「
主
役
は
市
民
。
行
政
は
そ
の
後
押

し
を
す
る
黒
子
」
と
い
う
市
独
自
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
考
え
方
に
よ
っ
て
、
各
地
域
の
市

民
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
運
営
・

管
理
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー=

コ

ミ
セ
ン
が
、
順
次
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
そ
し
て
、
お
の
お
の
の
地
域
性

を
生
か
し
た
多
様
な
活
動
を
通
し
て
、
市
民

が
主
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
実
践
さ

れ
、
後
に
「
自
主
参
加
・
自
主
企
画
・
自
主

運
営
」
の
自
主
三
原
則
と
呼
ば
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
理
念
が
定
着
し
て
い
き
ま

す
。

　

市
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
が
掲
げ
ら
れ
て

今
年
で
50
年
。
こ
の
間
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
大
災
害
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
未
曽
有
の

危
機
、
格
差
の
問
題
な
ど
、
社
会
を
取
り
巻

く
状
況
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
市
民
主
体
の
活
動
と
行
政
の
関
係

性
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
も
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。
「
市
民
自

治
」
の
進
展
を
目
指
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

構
想
」
の
理
念
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
50
年

目
を
一
つ
の
節
目
と
し
て
、
市
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
あ
り
方
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の

あ
る
べ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
像
を
見
つ
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

市
民
の
自
主
三
原
則
で
進
め
ら
れ
た

武
蔵
野
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
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今
で
は
全
国
に
「
コ
ミ
セ
ン
」
と

言
わ
れ
る
施
設
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
武
蔵
野
市
の
「
コ
ミ
セ
ン
」

と
は
内
容
が
異
な
り
ま
す
。
大
き
な

違
い
は
「
武
蔵
野
市
の
コ
ミ
セ
ン
は

市
民
の
自
主
的
な
活
動
で
成
り
立
っ

て
い
る
」
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
全

国
的
に
見
て
も
希
少
か
つ
独
自
の
も

の
で
す
。
実
際
、
地
域
の
課
題
へ
の

市
民
の
関
心
は
と
て
も
高
く
、
各
コ

ミ
セ
ン
が
こ
れ
ま
で
継
続
で
き
て
い

る
の
も
運
営
に
関
わ
る
市
民
の
方
々

が
意
見
を
出
し
合
い
、
地
域
や
世
代

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
自
主
的
に
行
っ
て
き
た

経
緯
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
中
で

地
域
の
多
様
な
団
体
や
個
人
が
地
域

の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
実
践
が
重
ね
ら
れ

て
お
り
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
実
現
で
き
て
い
る
の
は
、
行
政

や
地
域
団
体
、
有
識
者
な
ど
の
支
え

と
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
10
年
、
20
年
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
続
け
て
い
く
に
は
、

今
後
も
自
主
的
な
活
動
で
あ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
市

民
の
若
い
力
が
必
要
で
す
。

　

今
年
12
月
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構

想
よ
り
50
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
、
こ
れ
ま
で
、
こ
れ
か
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。
今
年
度
末
に
は
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
歴
史
を
綴つ
づ

る
冊
子
」

を
作
成
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
が

コ
ミ
セ
ン
が
市
民
に
も
た
ら
し
て
き

た
も
の
は
何
か
を
知
る
機
会
と
な
り
、

コ
ミ
セ
ン
の
認
知
を
広
め
、
新
し
い

担
い
手
が
運
営
に
参
加
す
る
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

コミュニティセンター = コミセンって何？

季
節
ご
と
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
、

講
座
な
ど
、
地
域
性
を
踏
ま
え
た

独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
情
報
発
信
の

拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
コ
ミ
セ
ン
に
は
多
目
的
室
、

会
議
室
、
学
習
室
、
調
理
室
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

市
民
は
目
的
に
応
じ
て
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

コ
ミ
セ
ン
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
拠
点
」
と
し
て

機
能
し
て
い
ま
す
。

市
内
16
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が

自
主
参
加
・
自
主
企
画
・
自
主
運
営
で

施
設
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
セ
ン
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

市
民
の
誰
も
が
自
由
に
利
用
で
き
る
、

市
民
が
運
営
す
る
多
目
的
施
設
で
す
。

コ
ミ
セ
ン
は
市
民
の
自
主
的
な

活
動
で
あ
る
こ
と
が
大
切

武
蔵
野
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
連
絡
会
会
長

吉
祥
寺
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
代
表

青
木
一
郎
さ
ん
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私
は
１
９
８
０
年
代
半
ば
か
ら
武
蔵
野
市

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
活
動
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
市
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
考
え
方
か
ら
実
際
の
運
営
の
手
法

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
を
行
う
と
と
も
に
、

ゼ
ミ
の
学
生
と
町
の
中
に
出
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の
実
践
の
場
に
も
関
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
日
本

で
広
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
50
年
前
、
成
蹊
大

学
の
佐
藤
竺
あ
つ
し

先
生
も
策
定
委
員
の
一
人
と

し
て
参
加
し
、
策
定
さ
れ
た
武
蔵
野
市
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
の
先
見
性
を
思
う
と
と
も

に
、
時
代
や
社
会
の
変
化
と
と
も
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
も
柔
軟
に
変
わ
っ
て
い
く

べ
き
だ
ろ
う
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

武
蔵
野
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
で

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
核
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
で
、
そ
れ
を
構
成
す
る
市
民

は
「
自
主
三
原
則
」
（
自
主
参
加
、
自
主
企

画
、
自
主
運
営
）
に
基
づ
い
て
行
動
し
、
行

政
は
そ
の
サ
ポ
ー
ト
役
（
黒
子
）
に
回
る
と

い
う
の
が
基
本
で
し
た
が
、
半
世
紀
を
か
け

て
「
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

武蔵野市のコミュニティづくりと

コミセン50年のあゆみ
各地域で子どもから高齢者まで、気軽に使える「地域のコミュニティづくりの拠点」として

機能するコミュニティセンター、通称コミセン。50年にわたる武蔵野市のコミュニティづくりと、

これまでのコミセンのあゆみを振り返ってみましょう。

時
代
や
社
会
と
と
も
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
も

柔
軟
に
変
わ
っ
て
い
く
も
の

成
蹊
大
学
名
誉
教
授

高
田
昭
彦
さ
ん

 

・ 

第
一
期
基
本
構
想
・
長
期
計
画
の

中
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
」
が

提
起
さ
れ
る
。

1971年
昭和46年

1974年
昭和49年

・ 「
第
一
期
武
蔵
野
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
市
民
委
員
会
」
が
「
武
蔵
野

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
の
基

本
方
針
」
を
提
出
。

1976年
昭和51年

・ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
基
本

理
念
や
管
理
・
運
営
方
法
な
ど
を

定
め
た
「
武
蔵
野
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
」
が
制
定
さ

れ
る
。

・ 

第
一
号
館
と
し
て
、
境
南
コ
ミ
セ

ン
設
立
。

1977年
昭和52年

・ 

西
久
保
コ
ミ
セ
ン
設
立
。

1978年
昭和53年

・ 「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
連
絡
会
」

が
設
立
さ
れ
る
。
市
内
で
コ
ミ
セ

ン
を
運
営
・
管
理
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
の
代
表
が
参
加
し
、

毎
月
定
例
会
を
開
催
。

・ 

中
央
コ
ミ
セ
ン
中
町
集
会
所
設
立
。

・ 

吉
祥
寺
東
コ
ミ
セ
ン
設
立
。

1979年
昭和54年

・ 

吉
祥
寺
北
コ
ミ
セ
ン
設
立
。

・ 

本
町
コ
ミ
セ
ン
設
立
。

2006年
平成18年

・ 

各
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

と
市
の
共
催
に
よ
る
「
市
民
と
市

長
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

開
始
。
市
民
と
市
長
が
直
接
対
話

を
す
る
貴
重
な
場
と
な
る
。

2013年
平成25年

・ 「
こ
れ
か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
市
民
自
治
の
検
討
の
た
め

の
基
礎
調
査
」
を
開
始
。

・ 「
武
蔵
野
市
こ
れ
か
ら
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
検
討
委
員
会
」
を
設

置
。

2012年
平成24年

・ 

八
幡
町
コ
ミ
セ
ン
が
新
築
移
転

オ
ー
プ
ン
。

2002年
平成14年

・ 

市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条

例
を
改
正
し
、
地
域
を
超
え
て
集

う
「
目
的
別
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

「
電
子
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
分
野

も
視
野
に
入
れ
た
「
武
蔵
野
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
条
例
」
を
制
定
。
自

己
点
検
・
評
価
や
外
部
の
有
識
者

な
ど
に
よ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
評

価
」
も
開
始
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
あ
ゆ
み
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基
づ
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
へ
と

ゆ
っ
く
り
移
行
し
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
歴
史
の
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

あ
り
方
を
問
い
直
す
転
機
と
な
っ
た
の
は
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
し
ょ
う
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
コ
ミ
セ
ン
の
機
能
な

ど
も
見
直
し
な
が
ら
広
く
地
域
の
連
携
が
な

さ
れ
る
べ
き
と
の
議
論
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
セ
ン
を
拠
点
に
市
民
主
体
で
活
動
を
続

け
て
き
た
武
蔵
野
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
で
す
が
、
市
民
と
行
政
が
対
等
な
立
場
で

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
、
連
携
と
協
働

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
性

が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ

の
よ
う
な
議
論
を
受
け
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
に
加
え
て
地
域
の
諸
団
体
と
行
政
も

含
め
た
「
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
の
第

一
歩
と
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
未
来
塾
む
さ

し
の
」
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、

人
と
人
が
容
易
に
集
え
な
く
な
る
と
い
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
根
幹
に
関
わ
る
危

機
に
も
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
実
際
の
活
動
が

制
限
さ
れ
る
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
「
未
来
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
と
捉
え
、
見
直
す
べ
き
点
は
見

直
し
、
よ
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

2014年
平成26年

・ 「
武
蔵
野
市
こ
れ
か
ら
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
検
討
委
員
会
」
提
言

を
発
表
。
未
来
に
向
け
た
新
た
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
が

検
討
さ
れ
る
。

1989年
平成元年

・ 

吉
祥
寺
西
コ
ミ
セ
ン
設
立
。

・ 

け
や
き
コ
ミ
セ
ン
設
立
。

1992年
平成4年

・ 

本
宿
コ
ミ
セ
ン
設
立
。

・ 

吉
祥
寺
西
コ
ミ
セ
ン
分
館
設
立
。

・ 

関
前
コ
ミ
セ
ン
分
館
設
立
。

・ 

吉
祥
寺
西
分
館
、
関
前
分
館
の
開

館
に
よ
り
、
コ
ミ
セ
ン
・
分
館
な

ど
19
館
、
武
蔵
野
中
央
公
園
北

ホ
ー
ル
を
含
む
20
館
体
制
に
な
る
。

1980年
昭和55年

・ 

八
幡
町
コ
ミ
セ
ン
設
立
。

1981年
昭和56年

・ 

関
前
コ
ミ
セ
ン
設
立
。

1982年
昭和57年

・ 

御
殿
山
コ
ミ
セ
ン
設
立
。

・ 

中
央
コ
ミ
セ
ン
設
立
。

・ 

桜
堤
コ
ミ
セ
ン
設
立
。

1983年
昭和58年

・ 

吉
祥
寺
南
町
コ
ミ
セ
ン
設
立
。

1986年
昭和61年

・ 
緑
町
コ
ミ
セ
ン
設
立
。

・ 

武
蔵
野
中
央
公
園
北
ホ
ー
ル
設
立
。

1987年
昭和62年

・ 

西
部
コ
ミ
セ
ン
設
立
。

2021年
令和3年

・  

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
コ
ミ
セ
ン
の
人

数
制
限
や
時
短
に
よ
る
活
動
制
限

が
求
め
ら
れ
る
中
、
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
が
感
染
防
止
対
策
を

実
施
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
進
め
る
。

・ 

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
導
入
な
ど
、
各
コ

ミ
セ
ン
の
通
信
環
境
の
整
備
に
着

手
。

こ
れ
か
ら
も

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
・

コ
ミ
セ
ン
の
歴
史
は
続
き
ま
す

現在、地域住民の方々

の力で 20カ所のコミ

セン・分館などの運営

が行われています



18

ようこそコミセンへ 

ご近所コミセンのイチオシを教えます
さまざまな方が利用できるよう、

各コミセンでは地域のニーズに合わせた施設の運営を行っています。

5

1

3

2

吉祥寺駅

御殿山 1-5-11

Tel.0422-48-9309

休館日：月曜、年末年始

御殿山4

テラスから明るい日差しが差し込む

ロビーは、癒やしの空間となってい

ます。災害時などには地域の方々の

拠点にもなり、日ごろより人とのつ

ながりを大切に運営しています。

豊かな自然に恵まれた御殿山

吉祥寺駅からゆっくり歩いて 15 分。

2 階は会議室、学習室に調理室と茶

室。1 階は休憩もできるパブリック

なサロン。地下にはスタジオ２室に

ホールと幅広く対応しています。

吉祥寺南町 3-13-1

Tel.0422-43-6372

休館日： 第 2・4・5 水曜、 

年末年始

吉祥寺南町3

ホールから会議室まで

多彩な部屋構成です

吉祥寺東町 3-25-2

Tel.0422-22-0763

休館日：木曜、年末年始

本宿2

令和 4 年 2 月に創立 30 周年を迎え

ます。ロビーはガラス張りで開放的

な空間、会議室と調理室付きの和室、

学習室、子ども室もあり、ホールに

はグランドピアノがあります。

地域で仲良く明るいコミセン

吉祥寺東町 1-12-6

Tel.0422-21-4141

休館日： 第４水曜、年末年始

吉祥寺東1

野田九浦画伯屋敷跡の遺愛の庭をで

きるだけ残し、小さくも周辺にとけ

こむ平屋建ては、住民が３年間毎月

話し合った選択です。100年超えの

２本の桜は今やランドマークです。

小さくても、活動は多彩で元気

出会いは人の心を豊かにします。人

と人との触れ合いは語り合うことで

深まります。出会いの場、触れ合い

の場として本町コミュニティセン

ターをご活用ください。

吉祥寺本町 1-22-2

Tel.0422-22-7002

休館日：日曜、年末年始

本町5

明るい雰囲気の

誰もが立ち寄れるコミセン

吉祥寺本町 4-10-7

Tel.0422-55-3297

休館日：木曜、年末年始

吉祥寺西（分館）7

吉祥寺本町 3-20-17

Tel.0422-55-3297

休館日：木曜、年末年始

吉祥寺西6

吉祥寺西コミセンは閑静な住宅街の

一角にあり、玄関までの折々の花が

訪れる人を和ませてくれます。多種

多様な活動を通して地域の人々の間

に豊かな人間関係が築かれています。

あなたの笑顔は私の元気

8

世界三大ピアノの一つである「ベヒ

シュタイン」による音楽活動や広い

体育館での運動活動ができます。来

夏から施設大規模改修が行われ、館

内がリニューアルされる予定です。

吉祥寺北町 1-22-10

Tel.0422-22-7006

休館日：月曜、年末年始

吉祥寺北

ささえあい　つなぐふれあい

北コミセン

中町 3-5-17

Tel.0422-53-3934

休館日：水曜、年末年始

中央9

中央コミュニティ協議会は中央コ

ミュニティセンターと中町集会所の

２館を運営しており、多くの方々に

親しまれ、いろいろな活動の拠点と

して地域を越えて利用されています。

広げよう地域の輪

中町 1-28-5

Tel.0422-53-2251

休館日：水曜、年末年始

中央（中町集会所）10
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三鷹駅武蔵境駅
武蔵野市コミュニティ研究連絡会会長

吉祥寺東コミュニティ協議会代表

青木一郎さん

来館者の立場に立った運営と、この

指とまれ方式で楽しい企画を練って

います。木々に囲まれたすてきな建

物で人と人をつなぐ地域の居場所に

なるように活動をしています。

吉祥寺北町 5-6-19

Tel.0422-54-8719

休館日：水曜、年末年始

けやき11

ユニークで

地域に愛されるコミセン

緑町 3-1-17

Tel.0422-53-6954

休館日：月曜、年末年始

緑町13

今年度は、行事を開催できないと

思っていましたが、感染防止対策を

しながら “スマホ体験教室” を開催

し、好評を頂きました。今年度は３

月まで毎月１回開催しています。

笑顔でつなぐ緑町コミセン

八幡町 2-5-3

Tel.0422-56-0055

休館日：月曜、年末年始

武蔵野中央公園

北ホール

15

10代〜80代の幅広い世代が運営に

関わっています。設立から長く続く

事業を大切にしながら、新しいオン

ラインを用いた事業などにも挑戦し

ています。

八幡町 3-3-16  

Tel.0422-54-0169

休館日：火曜、年末年始

八幡町14

手づくりわとわでつなぐ

はちコミ∞八幡町

西久保コミセンは緑に囲まれた一角

にあり、駅から近く利用内容も豊富

で、幼児から高齢者まで幅広い年代

の方が利用、楽しく参加し、触れ合

い、活動できる場所です。

西久保 1-23-7

Tel.0422-54-8990

休館日： 第３月曜、年末年始

西久保12

コミセンはコミュニティの

拠点です !!

当コミセンは令和 3 年 5 月に 40 周

年を迎え、６月に本館をリニューア

ルオープンしました。記念キャラ

クターとして「セキちゃん」がデ

ビュー。活躍にご期待ください。

関前 2-26-10

Tel.0422-51-0206

休館日：木曜、年末年始

関前16

セキちゃんと

みんなで踏み出す、新たな一歩

関前 3-16-6

Tel.0422-51-0206

休館日：木曜、年末年始

関前（分館）17

市の西端にある桜堤コミュニティセ

ンターは隣に小金井公園があり四季

折々の自然を楽しむことができます。

地域の皆さんと共に来年40周年を

迎えます。ぜひお立ち寄りください。

桜堤 3-3-11

Tel.0422-53-5311

休館日：火曜、年末年始

桜堤20

アットホームな雰囲気・

心の拠り所

地域の人と人とのつながりを大切に

したまちづくりを目指して運営して

います。会議室・学習室・体育室・

茶室・調理室もあり、放課後に小中

学生だけの子どもの時間もあります。

境 5-6-20

Tel.0422-56-2888

休館日：木曜、年末年始

西部18

みんなが集う世代間交流の場

西部コミセン

19

昨年からの改修工事がやっと終わ

り、夏休みの 8月1日にリニューア

ルオープン。ママと一緒の乳幼児や

小学生は笑顔です。北側の部屋です

が明るく冬場でも床暖房で安心です。

境南町 3-22-9

Tel.0422-32-8565

休館日： 第 1・3・5 金曜、 

年末年始

境南

子どもたちが何度も

遊びにきたくなる児童室

問い合わせ先／市民活動推進課（Tel.0422~60-1830）

地域の皆さんに関心を持っていただける魅力的なコ

ミセンを目指して、それぞれのコミセンが特色ある

活動を行っています。ぜひ皆さんご利用ください。

＊（株）SUBARU、スバル興産（株）、市の３者による共同運営の施設です。


